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みんな笑顔の学校づくり

糠沢っ子
ぼくの夢・わたしの夢

＜校長のひとり言＞
私も、二人の息子の夏休みの宿題に取り組んでい

た時期がありました。私の担当は作文・感想文。子
どもと一緒にああでもない、こうでもない…と頭を
悩ませながら取り組んでいたことがありました。
あの頃は、大変だなぁと正直思っていましたが、

今では懐かしい思い出です。子どもはあっという間
に大きくなります。今できる子育てを楽しんでくだ
さい。今が一番充実した時のはずです☺

糠沢っ子、元気にがんばっています。

～教 育 目 標～
「考える子」
「優しい子」
「元気な子」

「ぼくの夢は、自衛官になることです。」
「私は、獣医になりたいと思っています。動物が好きだからです。」
「ぼくは、プロ野球選手になりたいです。ヤクルトの村上宗隆選手のようになるのが夢です。」
夏休みに取り組んだ糠沢っ子達の絵や作文などに目を通させていただいています。力作ぞろいで、

夏休みのがんばりを感じる作品がたくさんあります。保護者の皆様にもご協力いただき、本当にお
世話になりました。
その中に、自分の夢を書いている作文を見つけました。
その作文を読んで、子ども達にはぜひ夢をもってほしいと強

く感じました。
夢は、子ども達の生きる気力になります。その夢に向かって

努力しようとがんばります。いつも「がんばる子どもを応援し
ます」と話していますが、がんばる原動力は自分の夢だと思い
ます。
ちなみに、お子さんの夢は何でしょうか。夢について話した

ことはありますか？
将来の夢だけでなく、中学、高校etc.これからの未来でやっ

てみたいことも夢に入ると思います。また、夢は変化してもよ
いと思います。ぜひ、お子さんとの話題の１つにこれからのこ
とを話す時間を設けてみてください。きっと思わぬ発見がある
かもしれません。
私は、小学校の先生から「学校の先生に向いていると思うよ」という言葉をいただき、今の職業

を選びました。大人の一言が子どもの夢につながります。ぜひ、親子の対話の時間をもつ意味でも、
時々お子さんの夢や希望について話していただければ幸いです。

新型コロナウイルス感染症の出欠対応

日頃より新型コロナウイルス感染症対策にご協力いた
だきありがとうございます。
療養期間の短縮等、コロナ感染対応がめまぐるしく変

わる中ですが、現在お子さんにかぜ症状が見られた場合、
登校を控えてくださるようお願いしております。残念な
がら、発熱がなくのどの痛みや頭痛のみの症状でもコロ
ナ陽性となるケースがあるそうです。学校では、登校後
にかぜ症状が見られた場合も、発熱がなくとも早退をお
願いしております。
感染の拡大を防ぐための措置ですので、ご理解とご協

力をお願いします。

うれしいお言葉

先日、学校に一本の電話が…
「朝、子ども達の礼がすばらしい。」との
お電話でした。
「道路を横切る子ども達に道を譲った時
に、止まった車１台ではなく３台目まで
礼をしている。ぜひ、子ども達に伝えて
ください。」とのお話でした。
早速、その日の昼に放送でその話を伝

え、子ども達を称賛しました。
停まってくださった車に礼をする習慣

は、集団登校の伝統
です。地域に育てて
もらっている子ども
達です。これからも、
素晴らしい伝統を受
け継いでほしいと思
います。




